
グループ旅行
キ ャンペーンキ ャ ッ シュ バック

対象期間
令和７年
2 / 1（土） ～
令和７年

4 / 2 5（金）
●対象期間／令和７年２月１日(土)以降に出発し、
　　　　　　　　４月２５日(金)までに帰着する旅行
●対象人数／米子発先着５００人及び鳥取発先着５００人
●対 象 者／対象期間中、米子・鳥取⇔羽田便を往復利用される
　　　　　　４名以上１０名以下で構成されるグループ
　　　　　　※幼児等無償搭乗者は除く
●キャッシュバック額／１人あたり3,000円（大人・子ども同額）
　　　　　　　　　　　※１グループ上限30,000円（４名以上10名以下）
●旅行出発前に代表者様が人数分まとめて申請をお願いします。

米子/鳥取⇔羽田の往復利用で
飛行機代をお一人様あたり

キャッシュバック!!
３,０００円

米子空港利用促進懇話会
◀ 詳細はコチラ

1

2 0 2 5 .  3 月〈  N o . 6 5 5  〉

　

こ
の
た
び
、
境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ
大
使
の
上
田
ま
り
え
さ
ん

が
歌
手
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
上
田
さ
ん
自
身
が
作

詞
を
手
が
け
た
フ
ァ
ー
ス
ト
デ
ジ
タ
ル
シ
ン
グ
ル
「
は
じ
ま

る
」
が
２
月
13
日
か
ら
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ 

Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ
、
Ｓ
ｐ

ｏ
ｔ
ｉ
ｆ
ｙ
、
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ 
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
な
ど
、
世
界
１
８
５
カ
国
、
55
以
上
の
音
楽
配

信
サ
ー
ビ
ス
で
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。 歌

手
デ
ビ
ュ
ー

歌
手
デ
ビ
ュ
ー

歌
手
デ
ビ
ュ
ー

歌
手
デ
ビ
ュ
ー

２
月
13
日 

デ
ジ
タ
ル
配
信
始
ま
る

２
月
13
日 

デ
ジ
タ
ル
配
信
始
ま
る

上
田
ま
り
え

フ
ィ
ッ
シ
ュ
大
使

上
田
ま
り
え

フ
ィ
ッ
シ
ュ
大
使

上
田
ま
り
え

フ
ィ
ッ
シ
ュ
大
使

上
田
ま
り
え

フ
ィ
ッ
シ
ュ
大
使

　
上
田
さ
ん
は
昨
年
4
月
か

ら
米
バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
院
で

研
さ
ん
を
積
ん
だ
ボ
イ
ス
ト

レ
ー
ナ
ー
・
安
藤
未み

緒お

氏
か

ら
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

受
け
て
い
ま
し
た
が
、「
自

分
の
曲
を
作
り
ま
せ
ん
か
」

と
誘
わ
れ
て
作
詞
に
挑
戦
。

作
曲
は
安
藤
氏
が
担
当
し
ま

し
た
。

　「
昨
年
は
、
仕
事
な
ど
で

人
生
を
終
わ
ら
せ
る
か
ど
う

か
ま
で
悩
ん
だ
1
年
で
し
た
。

『
は
じ
ま
る
』
は
、
苦
し
ん

で
い
る
自
分
を
励
ま
し
、
前

向
き
に
生
き
て
い
こ
う
と
い

う
気
持
ち
を
歌
詞
に
込
め
ま

し
た
。
宝
物
の
よ
う
な
１
曲

で
す
」
と
話
す
上
田
さ
ん
。

　
昨
年
12
月
中
旬
に
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
し
、
フ
ァ
ー
ス
ト

デ
ジ
タ
ル
シ
ン
グ
ル
と
し
て

こ
と
し
２
月
13
日
に
配
信
開

始
。
主
体
的
に
歌
手
活
動
を

続
け
る
た
め
に
自
ら
原
盤
権

を
保
持
し
て
、
積
極
的
な
歌

手
活
動
を
展
開
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
母
校
の
専
修
大

学
で
撮
影
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ビ
デ
オ
も
「
上
田
ま
り
え

公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
で
公
開
中
。

　
上
田
さ
ん
は
、
年
内
に
も

う
1
曲
を
制
作
す
る
予
定
で

す
。
作
曲
も
し
よ
う
と
音
楽

理
論
も
学
ん
で
い
ま
す
。

　
タ
レ
ン
ト
活
動
を
始
め
て

か
ら
来
年
２
月
で
10
周
年
に

な
る
上
田
さ
ん
は
、
歌
を
フ

ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
披
露

し
た
り
、
ラ
イ
ブ
な
ど
も
で

き
れ
ば
と
計
画
中
。
歌
う
こ

と
で
、
ト
ー
ク
や
司
会
が
中

心
だ
っ
た
自
身
の
活
動
の
幅

が
広
が
る
こ
と
も
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
上
田
さ
ん
は
「
い
ろ
ん
な

年
齢
の
人
に
聞
い
て
ほ
し
い

で
す
。
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
励
ま
し
た
り
、
応
援
し

て
く
れ
る
曲
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
境
港
に
帰
っ

て
く
る
た
び
に
、
た
く
さ
ん

の
人
に
応
援
し
て
も
ら
え
る

こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
感

じ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
市
民

の
皆
さ
ん
に
応
援
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
中
海
・
宍
道
湖
８
の
字
ル

ー
ト
整
備
推
進
会
議
は
「
中

海
・
宍
道
湖
８
の
字
ル
ー
ト
」

を
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
作
成
し
ま
す
。

　
す
で
に
、
１
次
審
査
で
８

作
品
を
選
出
。
こ
の
中
か
ら
、

皆
さ
ん
の
投
票
で
最
優
秀
賞

を
決
定
し
ま
す
。
投
票
し
た

人
に
は
、
抽
選
で
圏
域
の
素

敵
な
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
投
票
資
格
の
あ
る
人
は
、

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

(

境
港
市
、
松
江
市
、
安
来
市
、

出
雲
市
、
米
子
市
、
日
吉
津

村
、
大
山
町
、
南
部
町
、
伯

耆
町
、
日
野
町
、
日
南
町)

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

で
す
。

　
次
の
２
次

元
コ
ー
ド
か

ら
投
票
し
て

く
だ
さ
い(

１
回
の
み
投
票

可
能
で
、
２
回
目
以
降
は
無

効
）。
締
め
切
り
は
、
３
月

10
日
㈪
で
す
。

　
同
ル
ー
ト
は
、
中
海
と
宍

道
湖
の
周
囲
を
８
の
字
状
に

結
ぶ
高
規
格
道
路
網
で
す
。

現
在
は
、
両
湖
の
南
側(

山

陰
自
動
車
道)

な
ど
、
部
分

的
に
し
か
整
備
さ
れ
て
い
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
同
ル
ー
ト
が
整
備
さ
れ
れ

ば
、
圏
域
内
の
移
動
時
間
が

短
縮
さ
れ
、
物
流
や
観
光
周

遊
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
加

え
、
災
害
時
に
お
け
る
代
替

機
能
や
交
通
事
故
の
減
少
な

ど
、
様
々
な
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
整
備
推
進

会
議
事
務
局(

松
江
市
大
橋

川
治
水
・
国
県
事
業
推
進
課

内
・
☎
０
８
５
２
―
55
―
５

３
８
５)

ま
で
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
一
般
投
票
を
実
施
中

中
海
・
宍
道
湖
８
の
字
ル
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
シ
ン
グ
ル
を
リ
リ
ー
ス
し
た
上
田
ま
り
え
さ
ん

　「みなとオアシスＳｅａ級グルメ全国大会」は、２０１１年
に広島県三原市で第１回大会が開催され、境港は第２回大
会から出場を続けています。
　これまでの大会では「イカカツドッグ(元気みなと商店
街)」や「グラタンコロッケ(かに身入り、北陽冷蔵㈱)」「境
港カニだしラーメン(ＮＰＯ法人元気みなと)」など、多くの
メニューが境港代表グルメとして出品され、準優勝を３度
(２０１４尾道大会、２０１５鳥羽大会、２０１７魚津大会)受
賞しています。
　昨年１１月
に開催された
「第１５回境
港大会」は公
募の結果、４
つのメニュー
の応募があり、
審査員による
試食審査と境夢みなとターミナルで開催されたイベントでの
一般投票により、境港代表グルメは「元祖牛骨モサエビ
らーめん(ごっつお×神楽)」に決定しました。
　牛骨スープにモサエビの頭とミソから作ったエビオイルに
よる香り高いメニューは、２日間の大会期間中、行列が一
度も途絶えることなく完売するなど、好評を博しました。
　資料提供：境港市都市整備課

私たちのまちのＳｅａ級グルメ ⑨

「はじまる」ジャケット写真

境港大会での出展の様子＝2024年11月

境港大会に出展した当市の代表グルメ



境港魚市場 株式
会社

代表取締役会長 佐々木六郎
代表取締役社長 山 本 貴 弘

境港市昭和町9－7
県営境港水産物地方卸売市場「管理センター」内

TEL(0859)42-2131(代)  FAX(0859)44-5332

共和水産グループ

共和水産株式会社

東海漁業株式会社

共和産業株式会社

〒684－0006  境港市栄町65番地  TEL.0859－44－7171  FAX.0859－42－6530 (共和水産)
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ち
ょ
っ
と拝 見

米子情報処理
セ ン タ ー

充
実
し
た
試
験
会
場
を
設
置

検
定
受
験
者
増
で
日
商
表
彰

　
日
本
商
工
会
議
所(

日
商)

と
境
港
商
工
会
議
所
は
こ
の
た

び
、
日
商
検
定
の
普
及
と
発
展
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
㈲

米
子
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー(
明
治
町
、
谷
田
俊
介
社
長)

に
表

彰
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
今
回
の
「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
、

同
社
の
実
施
す
る
検
定
試
験
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
同
社
は
、
企
業
や
官
公
庁

の
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
、

国
や
県
か
ら
の
委
託
を
受
け

た
求
職
者
向
け
の
教
育
訓
練

な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
併
せ
て
、
検
定
試
験
会
場

の
運
営
も
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か

け
に
、
ネ
ッ
ト
検
定
対
応
型

の
常
設
試
験
会
場
を
整
備
し

た
と
こ
ろ
、
資
格
試
験
の
多

く
が
ネ
ッ
ト
検
定
に
移
行
し

た
こ
と
も
あ
り
、
大
幅
な
受

験
者
の
獲
得
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

　
同
社
の
試
験
会
場
で
は
原

則
、
祝
日
以
外
は
い
つ
で
も

受
験
が
可
能
で
す
。

　
同
社
が
行
う
検
定
は
、
日

商
検
定
と
し
て
は
簿
記
２
・

３
級
や
リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ(

販
売
士)

な
ど
。
日

本
商
工
会
議
所
も
採
用
し
て

い
る
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ｓ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
の
受
験
者
専
用
サ
イ
ト

を
通
じ
て
申
し
込
み
で
き
ま

す
。

　
ネ
ッ
ト
試
験
は
、
パ
ソ
コ

ン
の
画
面
上
に
問
題
が
出
さ

れ
、
解
答
を
入
力
し
ま
す
。

入
力
完
了
後
に
す
ぐ
得
点
が

分
か
り
合
否
が
判
明
す
る
た

め
、
不
合
格
だ
っ
た
人
は
、

そ
の
後
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら

次
回
の
受
験
申
込
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
谷
田
社
長
は
「
受
験
方
法

の
選
択
肢
が
増
え
る
の
は
、

良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
検
定
は
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
形
態
な
の
で
、
不
安

に
思
う
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

で
し
ょ
う
が
、
受
験
ま
で
の

流
れ
は
そ
ん
な
に
難
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
受
験

し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
47

―
６
０
１
０)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。。

表
彰
状
を
手
に
す
る
谷
田
俊
介
社
長

　
境
港
商
工
会
議
所
は
４

月
８
日
、
新
入
社
員
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
面
で
は
、

職
場
内
外
の
人
と
、
あ
ら
ゆ

る
状
況
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
仕

事
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
円

滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
た
め
に
は
、
相
手
視

点
で
考
え
、
行
動
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
の
目
的
は
、

対
人
関
係
に
必
要
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
の

基
礎
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、

相
手
視
点
で
行
動
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
理
解
す
る
気
配

り
や
敬
意
表
現
の
姿
勢
が
整

う
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
　
４
月
８
日
㈫
　
午
前

９
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所 

３
階 

大
ホ
ー
ル(

境
港
市
上

道
町)

講
師
　
井
上
圭
子
氏(

㈱
イ

若手社員の早期戦力化へ

境港商議所 新入社員セミナー

　
境
港
商
工
会
議
所
は
４
月

7
日
、
新
就
職
者
激
励
会
を

開
催
し
ま
す
。
同
激
励
会
は
、

こ
れ
か
ら
企
業
の
一
員
と
し

て
、
ま
た
社
会
人
と
し
て
第

一
歩
を
踏
み
出
す
新
就
職
者

の
皆
さ
ん
を
祝
福
・
激
励
す

る
催
し
で
す
。

　
同
激
励
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
と
お
り
。

日
時
　
４
月
７
日
㈪
　
午
前

10
時
30
分
～
正
午

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所

３
階 

大
ホ
ー
ル

対
象
者
　
境
港
商
工
会
議
所

会
員
事
業
所
に
採
用
さ
れ
た

新
規
学
卒
就
職
者

参
加
料
　
無
料

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
境
港
商
工
会
議
所
総
務
課

(

☎
44
―
１
１
１
１)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
燃
油
を
は
じ
め
と
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
価
格
の

高
騰
、
商
品
価
格
の
値
上
げ

が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る

こ
と
で
、
地
域
経
済
や
市
民

生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
境
港
市
は
市
内

取
扱
店
舗
で
の
買
物
や
食
事

な
ど
の
際
に
利
用
で
き
る

「
第
４
弾 

さ
か
い
み
な
と
応

援
券
」
を
全
市
民
に
配
布
し

ま
す
。

　
配
布
に
先
立
ち
、
新
た
な

市
内
取
扱
店
舗
の
登
録
申
請

を
募
集
中
で
す
。

　
同
申
請
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

申
請
期
限
　
３
月
31
日
㈪

(

期
限
後
も
受
け
付
け
は
可

能
で
す
が
、
応
援
券
配
布
時

に
同
封
す
る
「
取
扱
店
舗
の

一
覧
」
に
は
掲
載
さ
れ
ま
せ

ん)

。
申
請
要
件
　
境
港
市
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
境
港
市
」
で

検
索)

を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
境
港
市
水
産
商
工
課
商
工

振
興
係(

☎
47
―
１
０
５

６)

ま
で
。

新
社
会
人
を
応
援
し
ま
す

第
55
回 

新
就
職
者
激
励
会
境港商議所

新規取扱店舗を募集中

第４弾 さかいみなと応援券

ー 境 港 市 ー

　同社のデジタルサイネージ「みなとビジョン」は横3.5ｍ、縦２
ｍで、両面に表示できるものとしては、県内初の設置となりました。
　整備工場が自社で広告配信の取り組みを行うのは業界でも初め

てのことで「すでに、大手自動車メーカ
ーや業界団体から広告出稿について問
い合せがありました」と話す森脇社長。
　人気車種のメーカー発表の当日、まだ
CMが流れていない段階で予約受付開始
の広告を表示するなど、提供にスピード
感があります。同社の車両販売事業の周
知にも一役買っており、電動車いすの広
告を見た人が来店し、出張試乗の予約を
していくなど、新規客の獲得にもつなが
っています。
　また同社の細川大

だい

治
じ

専務取締役は「地
域に向けた発信ができれば」と話し、企業の広告以外にも子ども
たちに贈る「お誕生日メッセージ」の無料掲載などのサービスメ
ニューを紹介しました。
　申し込みは、みなとビジョンの公式ホームページ
(２次元コード参照)から可能です。
　最後に森脇社長は「前を通る人が明るくにぎやか
に感じてくれれば」と話しました。
　詳しくは、同社(☎44－0665)にお問い合わせく
ださい。

Part

74企業探訪企業探訪企業探訪

「みなとビジョン」を設置
― 森脇自動車 ―

情報発信を効果的にサポート
デ ジタ ル
サイネージ

　㈲森脇自動車(蓮池町、森脇尊
たか

昭
あき

社長)は、昨年12月に看板の改
修を行い、屋外大型ビジョンを設置。デジタルサイネージによる広
告配信サービスを開始しました。今回の「企業探訪」は同社にご登
場いただきます。

みなとビジョンと細川大治専務

みなとビジョンHP
の2次元コード

ン
タ
ー
プ
ロ
ス 

教
育
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
・
ク
リ
エ
イ

ト
室
室
長)

対
象
者
　
境
港
商
工
会
議

所
会
員
事
業
所
の
新
入
社

員受
講
料
　
３
３
０
０
円

(

税
込)

定
員
　
40
人(

定
員
に
な

り
次
第
締
切)

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工

会
議
所
相
談
課(

☎
44
―

１
１
１
１)

ま
で
。
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取扱品目

オーダーメイド枕の

バージョンアップした計測器導入
オーダーメイドの寝心地を体感できます

境港市幸神町3 5 8
TEL 0859-45-0336

定休日
水曜日

オーダーメイド枕・各種敷きふとん・マットレス ・ベッド
羽毛掛けふとん(リフォームも承ります）・古綿打ち直し・貸しふとん

有限会社  橋 本工業所
代表取締役   熊  谷   主  拡

空気調和・冷暖房設備・給排水設備の管理・設計・施工

〒684-0053
鳥取県境港市小篠津町257番地1

http://www.hashi - kou.co.jp

TEL （０８５９） ４５-３２３０
FAX （０８５９） ４５- 6 5 8 ０
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長
く
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍

も
明
け
、
外
国
人
観
光
客

の
増
加
に
伴
う
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
や
、

円
安
に
よ
る
海
外
販
路
開

拓
な
ど
の
動
き
が
加
速
し

て
い
ま
す
。
県
内
で
も
米

子
―
香
港
航
空
便
や
国
際

ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
な

ど
で
、
多
く
の
外
国
人
観

光
客
が
訪
れ
、
イ
ン
バ
ウ

　
今
回
の
「
海
外
展
開
の
ス
ス
メ
」
は
、
と
っ
と
り
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー(

竹
内
団
地)

が
今
年
度
に
行
っ
て

き
た
海
外
展
開
支
援
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
境
港
企
業
を
紹
介
す
る
当

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
㈱
カ
タ
セ
イ(

竹
内
団
地
、
片
岡
敏

一
社
長)

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
社
の
主
な
業
務
は
精
肉

卸
販
売
事
業
で
、
市
内
や
中

海
圏
域
の
公
共
施
設
お
よ
び

民
間
施
設
、
小
売
店
に
納
入
。

ま
た
「
焼
肉
＆
グ
ル
メ
バ
イ

キ
ン
グ
か
た
お
か
」
な
ど
の

飲
食
店
を
山
陰
各
地
で
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
同
社
は
牛
肉
、
豚
肉
、
鶏

肉
を
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
最

近
は
、
豚
小
間
切
れ
肉
の
需

要
が
と
び
抜
け
て
多
い
そ
う

で
す
。
こ
の
加
工
を
し
て
い

る
の
は
女
性
で
す
。
重
い
肉

を
運
び
、
整
え
て
か
ら
近
ご

ろ
導
入
し
た
最
新
鋭
の
自
動

ス
ラ
イ
サ
ー
で
切
り
落
と
し

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
肉
の
仕
入
れ
は
前

任
者
の
退
職
に
伴
っ
て
女
性

ン
ド
需
要
を
意
識
す
る
機
会

が
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
当

セ
ン
タ
ー
へ
の
貿
易
相
談
や

支
援
依
頼
も
増
え
、
海
外
需

要
獲
得
に
向
け
た
動
き
が
活

発
化
し
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
が
出
展
支
援

し
た
台
湾
の
食
品
展
示
会

「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ

Ｉ
」
で
は
「
日
本
は
、
人
口

減
少
で
市
場
も
減
っ
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
は
、
海
外
に
向
け

た
商
品
を
作
り
た
い
」
と
海

外
を
意
識
し
た
企
業
の
声
も

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー
招

へ
い
事
業
で
は
「
製
造
工
程

か
ら
バ
イ
ヤ
ー
に
見
て
も
ら

い
、
製
品
に
対
す
る
こ
だ
わ

り
が
バ
イ
ヤ
ー
に
し
っ
か
り

伝
え
ら
れ
た
」
と
、
海
外
バ

イ
ヤ
ー
に
熱
意
の
こ
も
っ
た

商
品
提
案
の
機
会
を
提
供
で

き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
昨
今
で
は
、
ネ
ッ

ト
販
売(

Ｅ
Ｃ)

サ
イ
ト
を
利

用
し
て
、
企
業
規
模

に
関
係
な
く
、
海
外

展
開
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
Ｅ
Ｃ
活
用
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
し
、
Ｊ

Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
を
活
用
し

た
手
軽
な
Ｅ
Ｃ
活
用

法
を
紹
介
し
た
ほ
か
、

陶
芸
や
染
め
物
な
ど
、

工
芸
品
の
バ
イ
ヤ
ー

紹
介
や
、
県
内
で
焙

煎
し
た
珈
琲
の
韓
国
で
の
販

売
会
開
催
な
ど
、
企
業
規
模

が
小
さ
く
て
も
、
海
外
展
開

可
能
な
こ
と
を
確
認
す
る
き

っ
か
け
づ
く
り
を
行
い
ま
し

た
。

　
来
年
度
も
当
セ
ン
タ
ー
は
、

県
内
企
業
の
海
外
展
開
支
援

を
行
い
ま
す
。
海
外
展
開

に
興
味
が
あ
る
企
業
や
、

ま
だ
一
歩
を
踏
み
出
せ
て

い
な
い
企
業
も
ぜ
ひ
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
こ
そ
、
次
の
ス
テ
ー
ジ

へ
踏
み
出
す
チ
ャ
ン
ス
で

す
。

が
担
当
。
各
メ
ー
カ
ー
と
商

談
を
し
、
生
産
量
の
全
量
を

仕
入
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

女
性
の
管
理
職
は
部
長
１
人
、

店
長
１
人
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
を
ま
と
め
る
リ
ー
ダ
ー
が

２
人
で
す
。

　
休
暇
に
つ
い
て
は
、
有
給

休
暇
を
年
間
５
日
以
上
必
ず

取
得
す
る
方
針
で
、
社
員
各

自
が
年
間
計
画
を
提
出
。
こ

の
計
画
に
沿
っ
て
取
得
す
る

よ
う
上
司
が
促
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
は
結
婚
や
出

産
で
環
境
が
変
わ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
密
に
取
り
、
希
望

に
沿
っ
た
形
で
の
勤
務
体
制

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
た
め
に
職
場
を

抜
け
る
場
面
も
あ
り
ま
す
の

で
、
普
段
の
仕
事
を
一
生
懸

命
す
る
こ
と
で
、
皆
が
気
持

ち
よ
く
助
け
合
え
る
と
い
う

の
が
、
同
社
の
社
風
で
す
。

　
健
康
管
理
に
も
気
を
使
っ

て
い
ま
す
。
健
康
診
断
は
、

検
診
車
が
本
社
に
来
ま
す
。

再
検
査
の
必
要
な
場
合
も
検

診
車
に
来
て
も
ら
い
、
会
社

で
受
診
で
き
る
制
度
を
今
年

度
か
ら
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
同
社
の
片
岡
順
子
常
務
は

「
当
社
で
働
く
こ
と
が
居
心

地
良
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
当
社

は
境
港
で
52
年
間
、
肉
の
販

売
を
し
て
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
に
は
、
お
肉
を
た
く
さ
ん

食
べ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
45

―
５
１
１
１)

ま
で
。

ー カタセイ ー
居心地の良い会社に
男女共同参画 境港企業の取り組み男女共同参画 境港企業の取り組み シリーズ⑯

海
外
事
情
編

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

２
０
２
５
年
度
も
支
援
継
続

豚肉の加工をする女性スタッフ

韓
国
で
の
焙
煎
珈
琲
販
売
会
の
ブ
ー
ス

　
境
港
商
工
会
議
所
は
市
内

事
業
者
に
向
け
て
、
各
種
の

個
別
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す(

秘
密
厳
守
、
相
談
料

無
料)

。
会
場
は
い
ず
れ
も

境
港
商
工
会
議
所 

経
営
支

援
室(

上
道
町)

で
す
。

　
各
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
経
営
相
談

会
　
境
港
商
工
会
議
所
と
鳥

取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、

毎
月
第
２
火
曜
日
に
経
営
相

談
会
を
開
催(

開
催
日
の
２

日
前
ま
で
の
予
約
が
必
要)

。

経
営
上
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
員
は
、
同

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
で
す
。

知
財
無
料
相
談
会
　
境
港
商

工
会
議
所
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ

鳥
取
県
知
財
総
合
支
援
窓
口

の
協
力
を
得
て
、
毎
月
第
２

水
曜
日
に
知
財
無
料
相
談
会

を
開
催(

開
催
日
の
前
日
午

前
中
ま
で
の
予
約
が
必
要)

。

知
的
所
有
権
に
関
す
る
様
々

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
員
は
、
同
支
援
窓
口

か
ら
派
遣
さ
れ
る
支
援
担
当

者
で
す
。

事
業
承
継
個
別
相
談
会
　
境

港
商
工
会
議
所
、
境
港
市
、

鳥
取
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

中
浦
食
品 

渡
部
統
括
部
長

議
員
職
務
執
行
者
に
就
任
境港商議所

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
事
業
承

継
全
般
に
関
す
る
相
談
会
を

毎
月
第
３
木
曜
日
に
開
催
し

ま
す(

開
催
日
前
日
ま
で
の

予
約
が
必
要)

。
相
談
員
は
、

同
支
援
セ
ン
タ
ー
専
門
相
談

員
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。相談会の名称

よろず支援拠点経営相談会

知財無料相談会

事業承継個別相談会

日　時

３月11日㈫ 午後1時～4時

３月12日㈬ 午後1時～4時

３月21日㈮ 午後1時～4時
（３月20日㈭祝日のため）

３月の相談会スケジュール

 
境
港
商
工
会
議
所
・
議

員
の
う
ち
、
中
浦
食
品
㈱

の
職
務
執
行
者
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
２
０
２
５
年
10

月
31
日
ま
で
で
す
。

　
新
し
い
職
務
執
行
者
は
、

次
の
通
り(

敬
称
略)

。

渡
部
直
哉(

わ
た
な
べ
・
な
お

や)

▽
事
業
所
＝
中
浦
食
品

㈱
▽
役
職
＝
統
括
部
長
▽
変

更
年
月
日
＝
２
０
２
５
年
２

月
１
日
付
▽
前
任
者
＝
吉
川

真
一(

前
・
常
務
執
行
役
員)

境港商議所

毎月１回開催

各種個別相談会
3
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こ
と
し
境
港こ

う

に
は
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
予
定
が
43
回

あ
り
、
昨
年
の
31
回
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」
は
２
０
２
５
年
に
寄
港
す
る
ク
ル
ー

ズ
客
船
の
傾
向
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

境
港
で
生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
元
の
ど
こ
で
買
え
る
の
か

を
探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
㈱
元
気
亭

ぐ
る
ー
ぷ(

大
正
町
、
奥
森
隆
夫
社
長)

の
商
品
で
す
。

　
同
社
は
、
Ｊ
Ｒ
境
港
駅

近
く
で
「
元
気
亭
。」
な

ど
の
飲
食
店
を
経
営
。
併

せ
て
、
各
種
ア
カ
モ
ク
製

品
も
製
造
し
て
い
ま
す
。

　
ア
カ
モ
ク
は
ワ
カ
メ
、

メ
カ
ブ
、
コ
ン
ブ
な
ど
と

同
様
の
海
藻
で
す
。
山
陰

近
海
の
浅
海
で
多
く
採
れ
、

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感

と
強
い
粘
り
が
特
徴
。
ミ
ネ

ラ
ル
や
食
物
繊
維
、
ポ
リ
フ

ェ
ノ
ー
ル
、
フ
コ
イ
ダ
ン
な

ど
の
健
康
成
分
も
豊
富
に
含

ん
で
い
ま
す
。

　
同
社
は
、
ア
カ
モ
ク
の
採

取
時
期
を
厳
選
し
、
良
質
な

も
の
だ
け
を
採
用
し
て
い
ま

す
。

　
同
社
の
「
ア
カ
モ
ク
と
の

ど
ぐ
ろ
だ
し
茶
漬
け
」
は
、

２
０
２
３
年
度
「
食
パ
ラ
ダ

イ
ス
鳥
取
県
」
特
産
品
コ
ン

ク
ー
ル
の
総
菜
部
門
で
優
秀

賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ノ
ド

グ
ロ
に
ア
カ
モ
ク
を
加
え
、

秘
伝
の
だ
し
を
か
け
て
食
べ

る
茶
漬
け
で
す
。

　
同
時
に
出
品
し
た
「
ア
カ

モ
ク
と
い
か
漬
け
だ
し
茶
漬

け
」「
ア
カ
モ
ク
と
さ
ば
だ

し
茶
漬
け
」「
ア
カ
モ
ク
と

桜
ガ
ニ
だ
し
茶
漬
け
」
も
優

良
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
こ
の
だ
し
茶
漬
け
は
、
冷

凍
の
４
種
類
セ
ッ
ト
が
高
島

屋
の
ギ
フ
ト
に
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
地
域

で
は
元
気
亭
。

で
、
セ
ッ
ト

だ
け
で
な
く
、

単
品
と
し
て

も
販
売
。
食

事
の
メ
ニ
ュ

ー
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

同
社
は
、
様
々
な
味
付
け
を

し
た
ア
カ
モ
ク
の
パ
ッ
ク
や

ピ
ザ
な
ど
を
製
造
。
こ
れ
ら

も
元
気
亭
。
な
ど
で
購
入
で

き
ま
す
。

　
奥
森
代
表
は
「
境
港
か
ら

全
国
に
広
が
る
よ
う
な
商
品

を
作
り
た
い
と
考
え
て
、
だ

し
茶
漬
け
を
開
発
し
ま
し
た
。

新
し
い
境
港
の
名
物
に
な

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
地

元
の
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
、

味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
元
気
亭
ぐ
る
ー
ぷ
の
ア

カ
モ
ク
製
品
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
同
社(

☎
42
―

３
５
５
１)

ま
で
。

　
こ
と
し
寄
港
す
る
ク
ル
ー

ズ
客
船
は
、
引
き
続
き
探
検

船
と
小
型
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

船
が
多
く
、
中
型
船
や
大
型

船
の
寄
港
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
ク
ル
ー
ズ
旅
行
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
上
向
き
に
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
が
そ
の
背
景

に
あ
る
よ
う
で
す
。
寄
港
回

数
は
、
徐
々
に
コ
ロ
ナ
禍
以

前
の
状
況
に
復
活
し
て
き
て

い
ま
す
。

　
ク
ル
ー
ズ
船
の
保
有
会
社

が
新
し
く
作
っ
た
船
を
投
入

し
て
い
る
た
め
、
新
し
い
船

の
寄
港
が
多
い
傾
向
も
あ
り

ま
す
。
こ
と
し
境
港
に
初
寄

港
す
る
客
船
は
8
隻
で
す
。

　
ま
た
、
以
前
か
ら
継
続
的

に
寄
港
し
て
い
る
客
船
も
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス

号
が
９
回
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ラ
ー
号
が
６

回
な
ど
、
複
数
回
寄
港
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
号

も
２
０
１
９
年
以
来
と
な
る

寄
港
で
２
回
の
訪
問
が
決
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
中
国
か
ら
は
、
大
型
客
船

が
寄
港
し
ま
す
。
ビ
ザ
の
緩

和
な
ど
の
好
影
響
も
あ
り
、

来
年
の
寄
港
予
定
も
あ
り
ま

す
。
今
後
、
徐
々
に
増
え
て

き
そ
う
と
の
こ
と
。

　「
小
型
探
検
船
、
ラ
グ
ジ

ュ
ア
リ
ー
船
、
中
・
大
型
の

客
船
ま
で
、
幅
広
い
サ
イ
ズ

や
ク
ラ
ス
の
客
船
が
バ
ラ
ン

ス
よ
く
寄
港
を
予
定
し
て
い

ま
す
」
と
話
す
境
港こ

う

管
理
組

境港発商品

発見

各
種
ア
カ
モ
ク
製
品

元
気
亭
ぐ
る
ー
ぷ

各
種
だ
し
茶
漬
け
を
紹
介
す
る
ス
タ
ッ
フ

2025年クルーズ客船クローズアップ

境港への寄港予定は43回
小型船から大型船までバランスよく

合
の
山
本
賢
治
参
事
。

　
一
方
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
を

受
け
入
れ
る
境
夢
み
な
と
タ

ー
ミ
ナ
ル
は
、
指
定
管
理
者

が
「
み
な
と
み
ら
い
共
同
企

業
体(

㈱
オ
ー
ク
、
山
進
運

輸
㈱
、
サ
ン
ク
リ
ー
ン
㈱
、

大
同
警
備
保
障
㈲
、
㈱
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト
、
㈱

カ
ン
ダ
技
工)

」
に
変
更
と

な
り
ま
す
。
指
定
期
間
は
、

２
０
２
５
年
４
月
１
日
か
ら

２
０
３
０
年
３
月
31
日
ま
で

の
５
年
間
で
す
。

　
山
本
参
事
は
「
境
夢
み
な

と
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
新
体
制
に

は
、
一
層
の
地
元
密
着
と
賑

わ
い
創
出
の
工
夫
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
ル
ー

ズ
客
船
の
乗
船
客
は
地
元
の

歓
迎
を
う
れ
し
く
感
じ
て
い

ま
す
。
寄
港
時
に
は
、
た
く

さ
ん
の
皆
さ
ん
に
見
に
来
て

ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
詳
し
く
は
、
同
管
理
組
合

(

☎
30
―
２
７
０
９)

ま
で
。

足
立
名
誉
会
頭
に
感
謝
状

松
江
市 

小
泉
清
氏
の
絵
画
寄
贈
受
け

境

　港

商
議
所

　
松
江
市(

上う
え

定さ
だ

昭あ
き

仁ひ
と

市
長)

は
２
月
19
日
に
境
港
商
工
会

議
所
で
、
当
商
工
会
議
所
の

足
立
統
一
郎
名
誉
会
頭
に
絵

画
寄
贈
に
対
す
る
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。
贈
呈
式
に

は
、
立
会
人
と
し
て
伊
達
憲

太
郎
・
境
港
市
長
も
出
席
。

　
昨
年
11
月
８
日
、
境
港
商

工
会
議
所
は
ま

つ
え
北
商
工
会

と
の
役
員
懇
談

会
を
開
催
。
そ

の
席
で
、
足
立

名
誉
会
頭
は
自

身
の
所
有
す
る

小
泉
清
氏(

小

泉
八
雲
の
三

男)

の
絵
画
寄

贈
を
申
し
出
て
、

松
江
市
も
快
く

受
け
入
れ
る
こ

と
に
し
た
も
の

で
す
。

　
上
定
市
長
は
、
足
立
名
誉

会
頭
に
「
こ
の
た
び
、
小
泉

清
氏
の
貴
重
な
絵
画
を
寄
贈

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
絵
画

は
、
当
市
の
所
管
施
設
で
あ

る
小
泉
八
雲
記
念
館
で
大
切

に
保
管
し
、
展
示
な
ど
で
有

効
活
用
し
て
多
く
の
人
に
見

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
、
感
謝
状
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　鳥取県は、中小企業や小規
模事業者の皆さんの経営課題
に対して、東部・中部・西部
の圏域ごとに「とっとり企業
支援ネットワーク」を構成し
て支援しています。
　同ネットワークは県と商工
団体、金融機関、信用保証協
会や産業支援機関など、20の
機関が連携・協力して総合的
かつ集中的な支援を行うもの
です。
　経営の改善や再生、新規事
業展開での企業体質の強化、
販路開拓、起業・創業、事業
承継など、様々な課題の解決
に全力で取り組みます。　
　とっとり企業支援ネット
ワークについて、詳しくは境
港商工会議所相談課(☎44－
１１１１)へ。

県内20の機関が連携
とっとり企業支援ネットワーク

境港市内に向かうクルーズ客船の乗船客

感謝状贈呈式の上定昭仁市長（右）、足立
統一郎名誉会頭（中央）、伊達憲太郎市長
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株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

あなたの町の
　　あなたのサポーターです

保険をお探しのお客様へ　お気軽にご相談ください
http://www.oak-corp.jp

代表取締役社長 𠮷 岡 俊 介

〒684ｰ0046  鳥取県境港市竹内団地208ｰ3
TEL (0859) 47ｰ2133  FAX (0859) 47ｰ2138

Eメール oak@gamma.ocn.ne.jp社 団 法 人　大 日 本 水 産 会
水産加工施設ＨＡＣＣＰ認定工場

•
•
•
•
•
•
•
•

スポットライトスポットライト

航
空
機
好
き
の
男
女
集
ま
る

鬼
太
郎
空
港
で
第
２
回
空
コ
ン
米子空港ビル

３
月
１
日

　

米
子
空
港
ビ
ル
㈱(

佐
斐
神
町
、
飯
塚
弘ひ

ろ

衛え

社
長)

は
、
独

身
男
女
の
出
会
い
を
目
的
と
し
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
第
２
回

空
コ
ン
in
米
子
鬼
太
郎
空
港
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、

同
イ
ベ
ン
ト
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
水
木
し
げ

る
記
念
館
を
同
館
の
学
芸
員
が
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
の
執
筆
者
は
、
坂
本
茜あ

か
ね

さ
ん
で
す
。

　
突
然
で
す
が
、
３
月
８
日

は
何
の
日
か
、
皆
様
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
、
水

木
し
げ
る
先
生
の
お
誕
生
日

で
す
。
こ
の
日
を
記
念
し
て

毎
年
、
境
港
市
で
は
「
水
木

し
げ
る
生
誕
祭
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
４
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
後
、
初
め
て
の
生
誕
祭
を

迎
え
る
水
木
し
げ
る
記
念
館

で
は
、
次
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
1
つ
目
は
、
ア
ニ
メ
「
ゲ

ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」
第
６
期
の

上
映
会
で
す
。
境
港
が
舞
台

と
な
っ
た
お
話
を
上
映
し
た

後
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
な
ど
、

ア
ニ
メ
制
作
関
係
者
に
よ
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
３
月
８
日
㈯
の
午
後
６
時

30
分
か
ら
と
、
９
日
㈰
午
前

10
時
か
ら
の
２
回
に
分
け
て
、

記
念
館
多
目
的

ホ
ー
ル
で
開
催

し
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、

水
木
先
生
の
ご

長
女
・
原
口
尚な

お

子こ

さ
ん
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

ー
ク
。
水
木
し

げ
る
記
念
館
の

展
示
室
を
尚
子

さ
ん
と
一
緒
に
め
ぐ
る
内
容

で
す
。
こ
ち
ら
も
貴
重
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
満
載
で
お
届
け
し

ま
す
。
３
月
９
日
午
後
２
時

か
ら
、
記
念
館
の
展
示
室
で

開
催
し
ま
す
。

　
生
誕
祭
で
一
緒
に
、
水

木
先
生
の
お
誕
生
日
を
楽

し
く
、
盛
大
に
お
祝
い
し

ま
し
ょ
う
！

水木しげる先生と「口裂け女」のブ
ロンズ像＝常設展示室  Ⓒ水木プロ

学芸員が紹介

水木しげる記念館 パートⅧ
水木しげる生誕祭

　
同
空
コ
ン
は
、
３
月

1
日
㈯
午
後
５
時
か
ら

開
催
。
参
加
資
格
は
、

空
港
や
飛
行
機
な
ど
の

航
空
関
係
が
好
き
な
25

歳
か
ら
40
歳
ま
で
の
独

身
男
女
で
、
同
性
２
人

１
組
で
の
申
し
込
み
が

条
件
で
す
。
定
員
12
組

の
と
こ
ろ
、
定
員
を
大

幅
に
上
回
る
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
特
典
と
し

て
、
駐
機
場
ツ
ア
ー
が

あ
り
ま
す
。

　
同
社
は
、
鳥
取
県
が

少
子
化
対
策
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
「
新
た

な
男
女
の
出
会
い
の
き

っ
か
け
づ
く
り
事
業
」

現
す
る
た
め
に
い
く
つ
か
の

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し

ま
し
た
が
、
男
女
２
人
１
組

で
参
加
し
、
自
由
に
情
報
交

換
が
で
き
る
雰
囲
気
の
パ
ー

テ
ィ
ー
に
出
会
っ
て
「
こ
れ

だ
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
空
コ
ン
は
、
空
港
で
の

イ
ベ
ン
ト
の
１
つ
と
し
て
定

に
賛
同
し
て
昨
年
、
第
1
回

空
コ
ン
を
開
催
。
28
人
が
集

ま
り
、
４
組
の
マ
ッ
チ
ン
グ

が
成
立
し
ま
し
た
。

　
同
空
コ
ン
の
特
徴
は
、
航

空
機
好
き
と
い
う
共
通
の
興

味
を
持
つ
こ
と
で
、
会
話
の

き
っ
か
け
を
見
つ
け
や
す
い

こ
と
と
、
同
性
２
人
で
の
申

し
込
み
と
し
た
こ
と
。
参
加

す
る
こ
と
へ
の
心
理
的
な
ハ

ー
ド
ル
が
下
が
り
、
女
性
の

応
募
が
多
い
そ
う
で
す
。

　
空
コ
ン
を
担
当
す
る
同
社

総
務
部
の
金
井
大た

い

貴き

主
任
は

「
こ
の
地
域
で
は
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
は
あ

り
ま
す
が
、
大
人
向
け
の
イ

ベ
ン
ト
は
少
な
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
イ
ベ
ン

ト
の
1
つ
に
な
ら
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
」
と
企
画
し
た

き
っ
か
け
を
話
し
ま
し
た
。

　
金
井
主
任
は
、
計
画
を
実

着
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
飛
行
機
に
乗

る
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人

に
空
港
に
足
を
運
ん
で
ほ
し

い
で
す
」
と
、
金
井
主
任
は

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
45

―
６
１
２
１)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

航
空
機
を
見
送
る
第
１
回
空
コ
ン
参
加
者

経営改善への取り組みを始めてみませんか！
鳥取県中小企業活性化協議会（経営改善支援センター)

借入金の返済が

きつくなってきた。

返済条件の変更

をお願いしたい。

【相談・問い合わせ先】
〒689-1112　鳥取市若葉台南７丁目５番１号　
公益財団法人 鳥取県産業振興機構
　鳥取県中小企業活性化協議会（経営改善支援センター）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：田井、上前
TEL 0857-33-0197  　Email:kaizen@toriton.go.jp

早期経営改善計画策定支援事業
（通称：ポスコロ事業）

経営改善計画策定支援事業
（通称：４０５事業）

♢ここのところ、資金繰りが不安定だ
♢新型コロナで影響を受けた経営を
　立て直したい
♢自社の状況を客観的に把握したい
♢専門家から経営のアドバイスが欲
　しい…など
※金融支援を必要としません。

♢必要な売上や利益を確保できる経
　営管理を
♢ガバナンス体制を整備したい
♢黒字体質の企業に転換させたい
♢業績悪化の根本的な原因を把握し
　たい…など
※条件変更などの金融支援が必要です。

こんな方におすすめ

支援を受けた専門家への支払費用に対する補助
総額の2/3(上限25万円）

までを補助

フォローアップ
計画策定から

１年後にフォローアップ

総額の2/3(上限300万円）
までを補助

計画策定完了から
3年間のフォローアップ

境港商議所

知
的
財
産
の
正
し
い
知
識
を
解
説

庶
業
部
会
セ
ミ
ナ
ー

３
月
７
日

　
境
港
商
工
会
議
所
庶
業
部

会(

小
板
裕ゆ

た
か

部
会
長)

は
３

月
７
日
、
知
的
財
産
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
貴
社
の

名
前
や
商
品
名
、
商
品
の
形
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
使
っ
て
い

る
写
真
な
ど
に
関
わ
る
特
許
、

商
標
、
著
作
権
、
意
匠
と
い

っ
た
知
的
財
産
を
守
る
た
め
、

ま
た
他
人
の
知
的
財
産
を
侵

害
し
な
い
た
め
の
正
し
い
知

識
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
３
月
7
日
㈮
　
午
後

２
時
～
３
時

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所
３

階 
大
ホ
ー
ル(

境
港
市
上
道

町)講
師
　
澤
田
宏
二
氏(

Ｉ
Ｎ

Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取
県
知
財
総
合
支

援
窓
口
支
援
担
当
者)

定
員
　
40
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
切)

参
加
料
　
無
料

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
境
港
商
工
会
議
所
相
談
課

(

☎
44
―
１
１
１
１)

ま
で
。

　境港商工会議所は、市内事業所に無料で専
門家を派遣しています。小規模事業者や中小
企業の経営に関わる様 な々分野の専門家が課
題解決の第一歩に向け、お手伝いをするもの
です。詳しくは、境港商工会議所相談課へ。
　　　　　　　　　　　  （☎44－１１１１)

経営課題の解決に 専門家を派遣
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　2024年10月31日（木）、日野郡江府町の俣野川発電所を視察し、鳥取県内４商工会議所から20事業所23名が参加しました。俣野川
発電所は岡山県・新庄村に上池（土用ダム）を、鳥取県・江府町に下池（俣野川ダム）をつくり、この間の落差約500メートルを利用して
120万kW（30万KW×４台）の発電を行う中国電力で最大の揚水式発電所です。
　揚水式発電は水力発電方法のひとつで、上池と下池の間にポンプと発電機を設置し、電気の使用が少ないときに電気を使ってポンプ

で下池の水を上池へ汲み上げ、電気が必要なときに上池の
水を下池へ落として発電していることから、水の形で電気
を蓄える大きな意味での「蓄電設備」と考えることができ
ます。揚水式発電は、短時間で発電開始・停止ができるの
で、電気の使用量が急激に増加するときや、発電所などの
事故やトラブルで電気が不足したときの調整用発電所とし
て活用しています。

　揚水式発電は、近年の電気の使い方の変化や、太陽光などの再生可能エネルギー導入拡大（2009
年ごろ以降）に伴って、運転の役割が変化してきました。以前は夜間に揚水し、昼間の電力ピーク時に
発電していましたが、近年では夜間に発電し、太陽光発電がピークになる昼間に揚水運転するなど
と、役割が変わっています。
　中国地域では、島根原子力発電所の再稼働により長期固定電源が一定量確保できるようになるた
め、揚水式発電の俣野川発電所の役割がますます重要になってきます。今後のエネルギーミックスと
して、再エネ比率を2022年度の22％から2030年度に36～38％程度に引き上げる目標を掲げてお
り、再エネの不安定な発電量を補う揚水式発電の重要性は増すばかりです。

【中国地域エネルギーフォーラム】は、地球環境問題を含め広くエネルギー問題について知識の普及と理解の促進を図り、エネルギー問題を自分のこととしてとらえ、エネ
ルギー資源が乏しい日本のこれからについて考えることを促していけるよう、広報・普及活動を展開しています。

中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部　俣野川発電所視察中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部　俣野川発電所視察

【中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部】事務局：境港商工会議所相談課内（☎４４－１１１１）　

豊田副所長より説明を受ける参加者

余った再エネの電気をたくわえる揚水発電のイメージ
出典：資源エネルギー庁HPより
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•

　
こ
と
し
３
月
24
日
か
ら
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
運
転

免
許
証
の
一
体
化
が
可
能
と

な
り
、
希
望
す
る
人
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
免
許
情

報
を
記
録
す
る
こ
と
で
、
マ

イ
ナ
免
許
証
に
す
る
こ
と
が

３
月
24
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

一
体
化
可
能
に

境港警察署

運
転
免
許
証

マ
イ
ナ
カ
ー
ド

で
き
ま
す
。
マ
イ
ナ
免
許
証

は
、
従
来
の
運
転
免
許
証
と

同
等
に
扱
わ
れ
ま
す
。

　
運
転
免
許
証
は
▽
従
来
の

運
転
免
許
証
の
み
▽
マ
イ
ナ

免
許
証
の
み
▽
運
転
免
許
証

と
マ
イ
ナ
免
許
証
の
２
枚
持

ち
―
の
３
種
類
か
ら
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
免
許
証
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
運
転
免
許
証
を
更
新

す
る
際
の
講
習
が
対
面
講
習

に
加
え
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

受
講(

オ
ン
ラ
イ
ン
更
新
時

講
習)

が
可
能
に
な
り
、
住

所
変
更
な
ど
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
も
使
え
る
こ
と

で
す
。

　
マ
イ
ナ
免
許
証
の
手
続
き

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
西
部

地
区
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

(

☎
22
―
４
６
０
７)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
鳥
取
県
警
察
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(

「
鳥
取
県
警
察
」

で
検
索
、
２
次

元
コ
ー
ド
参

照)
で
も
確
認

で
き
ま
す
。

　

桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会(

事
務
局
＝(

一
社)

境
港
観
光
協

会)

は
、
境
台
場
公
園
桜
ま
つ
り
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

期
間
は
３
月
29
日
か
ら
４
月
８
日
ま
で
の
11
日
間
で
す
。

　
境
台
場
公
園
は
桜
の
名
所

と
し
て
有
名
で
、
お
よ
そ
２

４
０
本
の
桜
が
咲
き
ま
す
。

毎
年
桜
の
咲
く
時
期
に
桜
ま

つ
り
を
開
催
。
期
間
中
は
約

１
０
０
基
の
ぼ
ん
ぼ
り
を
設

置
し
て
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

行
い
ま
す
。

　
同
桜
ま
つ
り
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

期
間
　
３
月
29
日
㈯
～
４
月

８
日
㈫(

桜
の
開
花
状
況
で

境台場公園桜まつり境台場公園桜まつり境台場公園桜まつり
ぼんぼり１００基を設置

3月29日～４月８日  11日間

変
更
の
場
合
あ
り)

会
場
　
境
台
場
公
園(

境
港

市
花
町)

内
容
　
▽
ぼ
ん
ぼ
り
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
＝
午
後
６
時
～
９
時

▽
境
港
灯
台
開
放
＝
午
前
10

時
～
午
後
４
時
▽
昭
花
ク
ラ

ブ
作
品
展
、
昭
花
ク
ラ
ブ
バ

ザ
ー
な
ど

イ
ベ
ン
ト

開
催
日
　
４
月
５
日
㈯
・
６

日
㈰

場
所
　
境
台
場
公
園
、
ま
た

は
海
と
く
ら
し
の
史
料
館
中

庭(

境
港
市
花
町)

内
容
　
踊
り
、
太
鼓
、
バ
ン

ド
演
奏
な
ど

出
演
申
込
受
付
期
限
　
３
月

５
日
㈬

申
込
方
法
　
桜
ま
つ
り
実
行

委
員
会(

☎
47
―
３
８
８
０)

に
連
絡

　
境
台
場
公
園
桜
ま
つ
り
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
同
実
行

委
員
会
ま
で
。

　
同
店
の
新
商
品
は
、
あ
の

コ
ナ
モ
ン
の
本
場
で
あ
る
大

阪
道
頓
堀
の
有
名
な
老
舗
・

た
こ
焼
割
烹「
元
祖
た
こ
昌
」

の
「
た
こ
焼(

６
個
入
り
・

税
込
６
５
０
円)

」
で
す
。

　
外
は
カ
リ
っ
と
、
中
は
ト

ロ
っ
と
し
て
い
て
、
大
ぶ
り

の
タ
コ
は
も
ち
ろ
ん
、
ね
ぎ

は
九
条
ネ
ギ
を
使
い
ま
す
。

　
も
っ
と
驚
く
の
は
、
こ
の

商
品
は
冷
凍
食
品
な
の
で
す

が
、
専
用
の
銅
の
た
こ
焼
機

を
使
っ
て
焼
き
上
げ
ら
れ
、

最
後
に
お
客
さ
ん
が
電
子
レ

ン
ジ
で
温
め
た
と
き
に
ベ
ス

ト
な
焼
き
上
が
り
と
な
る
よ

う
、
完
全
に
焼
き
上
が
る
前

の
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
冷

凍
す
る
と
い
う
こ
だ
わ
り
が

あ
る
こ
と
で
す
。

　
蒸
気
を
逃
が
さ
な
い
専
用 境港観光協会

本
場
・道
頓
堀
の
た
こ
焼

み
な
と
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
で
新
発
売

　

昨
年
夏
、
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
１
階
ロ
ビ
ー
の
奥
に
可
愛
い

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
屋
さ
ん
「
み
な
と
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
」
が
オ
ー
プ

ン
。(

一
社)

境
港
観
光
協
会
が
運
営
す
る
同
店
は
こ
の
冬
、
新

し
い
商
品
を
発
売
し
ま
し
た
。

の
紙
パ
ッ
ク
に
入
っ
て
い
て
、

そ
の
ま
ま
電
子
レ
ン
ジ
で
チ

ン
す
れ
ば
、
お
い
し
い
た
こ

焼
の
で
き
上
が
り
。
み
な
と

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
で
も
温
か
い
た
こ

焼
を
提
供
し
ま
す
し
、
冷
凍

の
ま
ま
持
ち
帰
っ
て
自
宅
の

レ
ン
ジ
で
チ
ン
し
て
も
Ｏ
Ｋ

で
す
。

　
専
用
の
ソ
ー
ス
も
付
き
ま

す
が
、
生
地
に
醤
油
味
が
つ

い
て
い
て
、
ソ
ー
ス
を
か
け

な
く
て
も
美
味
し
い
と
の
こ

と
。

　
同
店
は
、
以
前
夢
み
な
と

タ
ワ
ー
内
の
店
舗
で
販
売
さ

れ
て
い
た
「
二
十
世
紀
梨
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
を
食
べ
た

い
と
の
声
を
受
け
て
、
梨
ソ

フ
ト
を
復
活
さ
せ
、
併
せ
て

店
舗
運
営
を
同
観
光
協
会
が

ス
タ
ー
ト
し
た
も

の
で
す
。

　
こ
の
梨
ソ
フ
ト

は
１
９
９
７
年
、

山
陰
夢
み
な
と
博

覧
会
の
会
場
だ
っ

た
こ
の
地
で
誕
生

し
た
ソ
フ
ト
で
し

た
。

　
ま
さ
に
、
発
祥

の
地
で
復
活
し
た

こ
の
ソ
フ
ト
を
求

め
、
た
く
さ
ん
の

お
客
さ
ん
が
訪
れ
、

日
曜
日
に
は
行
列

が
で
き
る
ほ
ど
。
夢
み
な
と

タ
ワ
ー
の
賑
わ
い
づ
く
り
に

も
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
梨
ソ
フ
ト
と
た
こ
焼

の
セ
ッ
ト
は
、
お
得
な
１
０

０
０
円(

税
込)

で
販
売
中
で

す
。
梨
ソ
フ
ト
と
と
も
に
本

場
・
道
頓
堀
の
た
こ
焼
を
召

し
上
が
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
、
同
観
光
協
会

(

☎
47
―
３
８
８
０)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

た
こ
焼
を
販
売
す
る
店
舗
ス
タ
ッ
フ（
右
）

３月４日㈫ 午前・午後 産業医

３月６日㈭ 午前・午後 産業医

３月10日㈪ 午前　　　精神科医

〃 　　　午後 産業医

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健康
や長時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

３月の相談日

　年度末のため、今月の相談日は以上です。
次回の相談日は、４月３日からになります。

240本の桜が咲き誇る境台場公園
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工　場 境港市元町58

〒684-0032

ヨー イシヤサン

℡ 0859-44-1483（代）

の総合専門店
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事務局 ： 〒６８４－００３３ 境港市上道町３１４７
電　話 ： ４４－２７００　ＦＡＸ ： ４４－４６４９
Ｅ-mａｉｌ ： sakaijc@chukai.ne.jp
ホームページ ： http://www.sakaiminato-jc.com/

（一社）境港青年会議所

検索境港青年会議所

（一社）境港青年会議所　ＪＣプレス

　
境
港
青
年
会
議
所
は
、
創

立
記
念
日
と
な
る
２
月
11

日
に
境
港
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー(

み
な
と
テ
ラ
ス)

で

「
２
０
２
５
年
度
Ｏ
Ｂ
合
同

例
会
・
懇
親
会
」
を
開
催
。

今
回
は
Ｏ
Ｂ
会
員
41
人
、
現

役
会
員
17
人
の
総
勢
58
人
が

集
い
ま
し
た
。

　
例
会
の
設
営
は
、
総
務
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
の
田
中
大だ

い

志じ

委
員
長
と
委
員
会
メ
ン
バ

ー
が
主
軸
と
な
っ
て
実
施
。

現
役
メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
て
Ｏ

Ｂ
の
皆
さ
ん
を
盛
大
に
出
迎

え
ま
し
た
。

　
例
会
で
は
、
平
野
陽
平
理

事
長
が
今
期
の
意
気
込
み
を

Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
伝
え
、
続
い

て
南
良
介
・
Ｏ
Ｂ
会
長
が
Ｏ

Ｂ
諸
先
輩
を
代
表
し
て
、
現

役
会
員
に
し
っ
か
り
と
熱
い

思
い
が
こ
も
っ
た
激
励
の
言

葉
を
送
り
ま
し
た
。

　
例
会
終
了
後
は
、
同
じ
会

場
で
現
役
会
員
と
Ｏ
Ｂ
諸
先

輩
の
交
流
の
時
間
と
し
て
懇

親
会
を
開
催
。
懇
親
会
の
中

で
周
年
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
、
６

月
に
開
催
す
る
創
立
60
年
記

念
式
典
・
大
懇
親
会
へ
の
機

運
を
Ｏ
Ｂ
諸
先
輩
と
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
Ｏ
Ｂ
合
同
例
会
・
懇
親
会

で
の
Ｏ
Ｂ
諸
先
輩
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
今
ま
で
様
々
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
先

輩
の
皆
さ
ん
の
想お

も

い
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
運
動

・
活
動
に
尽
力
し
て
い
き
ま

す
。

　
２
０
２
５
年
度
人
財
育
成

委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
ま

す
川
本
龍り

ゅ
う

で
す
。

　
当
委
員
会
は
今
年
度
、
次

の
３
つ
の
重
点
目
標
を
掲
げ

て
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

◦ 

未
来
へ
繋つ

な

ぐ
組
織
運
営

の
確
立

◦ 

境
港
の
未
来
に
繋
が
る

Ｏ
Ｂ
合
同
例
会 

先
輩
諸
氏
と
親
交
深
め
る

南
良
介
Ｏ
Ｂ
会
長
が
熱
く
激
励

市内事業者の輝き発信

田中大志総務まちづくり
委　 員 　会 委員長

　
２
０
２
５
年
度
総
務
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
の
委
員
長
の

職
を
拝
命
し
ま
し
た
田
中
大だ

い

志じ

で
す
。

　
本
年
度
の
当
委
員
会
は
、

次
の
重
点
目
標
を
掲
げ
て
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

◦ 

地
元
を
彩
る
事
業
者
の

輝
き
を
境
港
か
ら
全
国
に
発

信
す
る
灯
台
と
な
る

◦ 

若
い
世
代
と
地
元
事
業

者
の
持
続
的
な
繋つ

な

が
り
を
描

く
架
け
橋
と
な
る

◦ 

未
来
を
指
し
示
す
、
地

若
者
の
育
成

◦ 

創
立
60
周
年
を
通
じ
て
、

港
町
の
魅
力
を
発
信
し
、
実

感
で
き
る
場
の
提
供

　
ま
ず
初
め
に
、
人
数
が
減

少
し
て
い
る
境
港
青
年
会
議

所
の
未
来
に
向
け
て
、
青
年

会
議
所
や
委
員
会
の
運
営
方

法
に
注
目
し
、
時
代
に
即
し

た
プ
ロ
セ
ス
を
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
皆
が
一
層
、

　
２
０
２
５
年
度
み
な
と
祭

Ｌ
Ｏ
Ｍ
実
行
委
員
⾧
を
務
め

ま
す
橋
本
祐
太
で
す
。

　
境
港
の
夏
祭
り
で
あ
る

「
み
な
と
祭
」
は
、
戦
後
間

も
な
い
１
９
４
６
年
か
ら
絶

や
す
こ
と
な
く
行
わ
れ
、
こ

と
し(

２
０
２
５
年)

で
第

80
回
の
大
き
な
節
目
を
迎
え

ま
す
。

た
だ
い
ま
会
員
募
集
中

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

域
課
題
解
決
の
た
め
の
羅
針

盤
と
な
る

　「
ま
ち
」
を
つ
く
る
の
は

そ
こ
に
暮
ら
す
「
ひ
と
」
で

あ
り
、
と
り
わ
け
事
業
者
の

担
う
役
割
は
大
き
い
と
考
え

ま
す
。
事
業
者
が
活
気
づ
く

こ
と
で
地
域
全
体
が
活
気
づ

く
と
信
じ
、
様
々
な
形
で

「
ま
ち
」
と
関
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
当
会
は
創

立
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
節
目
の
年
に
委
員
長
を
務

行
動
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
作

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
作
り
を
実
施
す
る
こ
と
で

今
後
、
境
港
の
街
の
た
め
に

行
う
事
業
の
質
が
向
上
し
、

よ
り
良
い
青
年
会
議
所
活
動

が
展
開
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

光
栄
に
思
い
ま
す
。
先
輩
諸

兄
姉
の
想お

も

い
を
繋
ぎ
、
記
念

式
典
の
開
催
な
ど
、
心
を
込

め
て
設
営
・
運
営
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
年
間
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

80
回
の
節
目
迎
え
て
盛
大
に

み
な
と
祭
Ｌ
Ｏ
Ｍ
実
行
委
員
会 

実
行
委
員
長  

橋
本
祐
太

時代に即したシステムに

川本 龍人財育成
委 員 会 委員長

　
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ

て
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
と
も
に
先
人
た
ち
の
努
力

を
た
た
え
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
祭
は
、
私
た
ち

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
体
感

を
再
確
認
す
る
場
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を

大
切
に
し
つ
つ
、
新
し
い
ア

イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
、
未
来

に
向
け
た
祭
を
創
造
し
て
い

き
ま
す
。

　
併
せ
て
、
地
域
の
特
産
品

や
文
化
を
活
か
し
た
ブ
ー
ス

や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
地

域
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
こ
の
み
な
と
祭
が
地
域
の

皆
様
に
と
っ
て
笑
顔
で
集
え

る
場
と
な
る
よ
う
な
企
画
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
80
回
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

次
の
世
代
に
こ
の
祭
の
魅
力

を
伝
え
、
引
き
継
い
で
い
け

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
度
、
境
港
青

年
会
議
所
創
立
60
周
年
実
行

委
員
長
を
務
め
ま
す
岩
田
啓け

い

佑す
け

で
す
。

　
当
会
は
今
年
度
、
創
立
60

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
は

多
く
の
先
輩
諸
兄
の
熱
い
情

熱
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ

て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
感
謝
と
尊
敬
の
念
に

堪
え
ま
せ
ん
。

　
一
方
で
、
地
域
を
取
り
巻

く
環
境
は
変
化
し
続
け
て
お

り
、
様
々
な
課
題
や
問
題
に

向
き
合
う
た
び
に
市
民
、
行

政
、
企
業
、
他
団
体
と
手
を

取
り
合
っ
て
協
働
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く

実
感
し
て
い
ま
す
。

　
創
立
60
周
年
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
「
百ひ

ゃ
っ
か
り
ょ
う
ら
ん

海
繚
乱
」
～
咲
き
誇

れ 

ひ
と
と
海
～
と
し
ま
し

た
。

　
周
年
事
業
は
、
ひ
と
と
ひ

と
と
が
繋つ

な

が
り
、
大
き
な
海

と
な
り
、
そ
の
海
が
次
々
に

咲
き
誇
る
よ
う
な
ま
ち
を
目

指
す
た
め
に
、
ひ
と
を
想お

も

い
、

ま
ち
を
繋
い
で
き
た
皆
様
と

今
一
度
、
想
い
を
１
つ
に
す

る
場
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ぜ
ひ
と
も
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

周年事業を市民と共に

岩田啓佑創立60周年記念
実行委員会 実行委員長

60
周
年
記
念
式
典
の
リ
ハ
ー
サ

ル
を
兼
ね
た
Ｏ
Ｂ
合
同
例
会
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【堀田本社】 〒684-0002 鳥取県境港市弥生町 206
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夢
み
な
と
タ
ワ
ー

３
月
の
イ
ベ
ン
ト

　
前
月
号
の
ク
イ
ズ
問
題
は

「
㈱
ア
イ
ズ(

大
正
町)

は
あ

る
施
設
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

そ
の
名
前
は
何
で
し
ょ
う
」

と
い
う
も
の
で
、
正
解
は
③

の
「
妖
怪
神
社
」
で
し
た
。

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
浜
田

敏
恵(

外
江
町)

▽
安
達
義
昭

(
中
野
町)

▽
小
西
桂
子(

米

子
市
大
篠
津
町)

▽
永
見
彩

　
エ
ア
ソ
ウ
ル
の
運
航
す
る

米
子
―
ソ
ウ
ル
便
が
３
月
31

日
か
ら
週
５
往
復
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
香
港
便
も

週
３
回
運
航
し
、
５
月
か
ら

は
台
湾
便
も
週
２
往
復
し
ま

す
。
ク
ル
ー
ズ
客
船
も
こ
と

し
43
回
の
寄
港
予
定
が
あ
り
、

日
韓
定
期
貨
客
船
の
運
航
も

継
続
し
て
い
ま
す
。
境
港
は
、

名
実
と
も
に
環
日
本
海
の
玄

関
口
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

花
理(

幸
神
町)

▽
須
田
兼
次

(

夕
日
ヶ
丘)

賞
品
　
目
玉
お
や
じ
の
湯
飲

みス
ポ
ン
サ
ー
　
㈱
ア
イ
ズ

(

大
正
町)ペ

ン
を
置
い
て

は
、
境
港
を
訪
れ
た
人
々
に

も
っ
と
長
い
時
間
滞
在
し
て

も
ら
う
た
め
、
街
の
魅
力
を

磨
き
上
げ
て
、
内
外
に
発
信

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

米子鬼太郎空港から いつでも気軽に香港へ

米子 ↔ 香港便　週３便　運航中！！
グレーターベイエアラインズによる米子-香港国際定期便が週3便で運航中！（火・木・日曜日 運航）
皆様のご利用をお待ちしています。

利用者支援のお問い合わせ先
国際定期便利用促進協議会
https://www.pref.tottori.lg.jp/

260090.htm

詳しくは 「米子鬼太郎空港HP」をご覧ください。 https://www.yonago-air.com/

※時刻は現地時間(時差―１時間）
※上記は3/29までの冬ダイヤです。
　3/30からは夏ダイヤでの運航となります。

【香港 発 HB356便】
運航日
火・木
日

出発時間
10：55
11：45

到着時間
15：20
16：20

【米子 発 HB357便】
運航日
火・木
日

出発時間
16：20
17：20

到着時間
20：00
20：45

正解と当選者

 

夢
み
な
と

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
恒
例
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
掘
り

出
し
物
が
見
つ
か
る
か
も
。

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
や
古
着
な
ど
、

何
が
出
品
さ
れ
る
か
は
、
お

楽
し
み
！

日
時
　
３
月
８
日
㈯
・
９
日

㈰場
所
　

1
階 

多
目
的
ホ
ー

ル
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
２

時料
金
　
入
場
無
料

 

ダ
ン
ボ
ー
ル
遊
園
地

 

～
恐
竜
ワ
ー
ル
ド
～

　
み
ん
な
大
好
き
ダ
ン
ボ
ー

ル
遊
園
地
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

し
て
登
場
！
迫
力
満
点
の
テ

ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の
す
べ
り

台
や
可
愛
い
動
物
オ
ブ
ジ
ェ

が
最
大
の
み
ど
こ
ろ
で
す
。

日
時
　
３
月
15
日
㈯
～
５
月

６
日
㈫

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
５

時(

最
終
入
場
時
間
＝
午
後

４
時
30
分)

料
金
　
３
歳
以
上
＝
一
律
４

０
０
円

　
予
約
・
問
い
合
わ
せ
な
ど
、

詳
し
く
は
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

(

☎
47
―
３
８
０
０)

へ
。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年
齢、電話番号、希望する茶漬けの名前、境港商工会
議所ニュースについてのひとことを明記して、下記
の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー　　㈱元気亭ぐるーぷ(大正町)
３月7日㈮(当日消印有効)

㈱元気亭ぐるーぷ(大正町)の製造するアカモ
ク製品の原料となるアカモクの食感を表現し
ているのは、次のうちどれでしょう。（ヒントは
４ページ）

① パリパリ
② シャキシャキ
③ モチモチ

賞品 「アカモクとのどぐろだし茶漬け」「アカモクとい
か漬けだし茶漬け」「アカモクとさばだし茶漬け」「アカモ
クと桜ガニだし茶漬け」のうち、いずれか一つ。 ３名様
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商工会議所会員を招いて

招待席

○創業のきっかけ？…私が子どもの頃、祖父の経営する蕎
麦屋で、祖父が打つ蕎麦が大好きでした。蕎麦好きになっ
たのも、その頃からです。高齢で蕎麦が打てなくなった
祖父を見るのが辛く、まだまだ、蕎麦を打ちたい思いを
無くしてほしくない、祖父の味を無くしたくない！そん
な祖父に代わって私が蕎麦を打つことに決めました。満
星(みつぼし)というお店の名前には、満腹、満員、満足
などの思いを込めています。そして、祖父が最初にこの
場所で営んだ時計店「スター時計店」からスター (星)を
取りました。祖父の味、祖父の思いを絶やしたくない孫
が受け継ぐ蕎麦屋「満星」です。
○おすすめポイントは？…当店の蕎麦は、南部町産の蕎麦
粉を使った二八蕎麦です。つゆは無添加で、醤油は米子
市にある醤油蔵の醤油を使用しています。甘味は、ぜん
ざい、あべかわもちを始め、お客様自身でお団子を焼い
ていただけるセットや苺

いちご

大福を作ったりできる体験型の
甘味もあります。作って楽しい、食べて美味しいがモッ
トーです！
○お客様は？…若いお客様からご高齢の皆さんまで、ご来
店いただいています。座敷も2席ありますので、お子様
連れのお客様も多くいらっしゃいます。
○今後の事業展開（展望）？…祖父から受け継いだ味をたく
さんの人に知っていただくことです。お隣、島根県の出
雲そばも有名ですが、鳥取県にも美味しい蕎麦があるこ
とを広めていきたいです。
○一言PR！…カウンターもあり、お一人様でもご来店し
やすいお店となっています。毎日、一生懸命打っていた
祖父から受け継ぐ蕎麦をぜひ一度、ご賞味ください。ス
タッフ一同、皆様のご来店をお待ちしています。

【事業所のあらまし】
代 表 者 	小椋　唯(おぐら・ゆい)
所 在 地	 米子市大篠津町4916
T E L	 080-4262-7739
営業時間	 昼蕎

そ

麦
ば

＝11：00～
	 (なくなり次第終了)
	 甘味(土・日曜日)＝14:00～16：00
	 夜蕎麦・居酒屋(金・土・日曜日)
	 ＝18：00～22：00
休 業 日	 月・火曜日
	 (詳細はInstagram参照)
事業内容	 飲食店(蕎麦店)

大人気のまいたけ天ざる

手打ち蕎麦と甘味 満星
●●

JR
大篠津町駅

山陰合同銀行
大篠津出張所
　● ●大篠津

　郵便局

北

同店インスタの2次元コード
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